
三
点

四
点

五
点

六
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

樹
々
芽
吹
く
木
曽
の
温
も
り
ニ
八
蕎
麦

客
ど
う
し
話
の
は
ず
む
春
床
屋

た
ち
ま
ち
に
開
く
若
布
の
緑
か
な

ど
の
枝
を
採
ら
う
か
挿
そ
か
花
蘇
枋
（

は
な
ず
は
う
）

遠
雷
や
下
山
を
逸
（

は
や
）

る
膝
笑
ふ

雁
風
呂
の
噺
に
更
く
る
浦
泊
り

行
く
春
や
母
の
遺
作
の
湯
呑
椀

幹
裂
け
し
老
い
木
名
残
の
花
吹
雪

散
り
初
め
し
桜
堤
や
蕪
村
の
碑

蜜
吸
わ
れ
五
弁
の
ま
ま
の
落
花
か
な

半
島
の
北
と
南
の
遅
き
春

セ
ス
ナ
機
の
弾
み
つ
つ
着
く
島
の
春

や
や
あ
り
て
ア
ウ
ト
の
コ
ー

ル
の
ど
け
し
や

若
駒
を
放
ち
曠
野
の
主
役
と
す

病
む
友
と
来
年
約
束
花
見
酒

長
閑
な
り
遊
び
疲
れ
た
子
の
寝
顔

あ
あ
し
ん
ど
気
温
上
下
の
春
暮
る
る

春
昼
や
素
人
寄
席
に
身
を
預
け

老
ひ
と
り
桜
し
べ
降
る
狭
庭
か
な

道
渡
る
新
入
生
の
高
き
手
や

夕
ざ
く
ら
亡
妻
恋
し
人
恋
し

谷
川
の
落
ち
合
ふ
瀬
音
濃
山
吹

江
の
島
の
霞
む
富
嶽
や
鳶
高
し

空
豆
を
苞
（

つ
と
）

ご
と
焼
き
て
宵
の
酒

残
り
鴨
水
を
剥
が
し
て
発
ち
に
け
り

腰
痛
は
魔
女
の
し
わ
ざ
か
山
笑
ふ

げ
ん
げ
田
に
寝
転
び
を
れ
ば
遠
汽
笛

薮
医
者
奴
！
花
の
見
頃
を
病
棟
に

五
能
線
今
は
り
ん
ご
の
花
の
中

盛
雄

天
牛

亜
也

啓
子

仝
一
灯

仝
ゆ
た
か

堂
哉

千
恵

五
郎
太

仝 仝
孤
舟

仝
忠
彦

仝
紀
久
男

仝
け
い
子

規
雄

一
灯

堂
哉

五
郎
太

孤
舟

盛
雄

一
灯

紀
久
男

忠
彦

（

紀
・
猛
・
く
）

（

猛
・
弘
・
正
）

（

猛
・
千
・
啓
）

（

紀
・
弘
・
千
）

（

紀
・
く
・
天
）

（

孤
・
五
・
允
）

（

千
・
龍
・
允
）

（

忠
・
孤
・
灯
）

（

五
・
灯
・
け
）

（

忠
・
五
・
三
）

（

忠
・
孤
・
弘
）

（

紀
・
彦
・
天
）

（

龍
・
敏
・
正
）

（

弘
・
ゆ
・
け
）

（

紀
・
猛
・
正
）

（

孤
・
龍
・
く
）

（

猛
・
龍
・
天
）

（

堅
・
敏
・
ゆ
）

（

紀
・
龍
・
ゆ
・
允
）

（

堅
・
猛
・
千
・
敏
）

（

彦
・
敏
・
允
・
け
）

（

孤
・
五
・
ゆ
・
啓
）

（

忠
・
孤
・
彦
・
千
）

（

堅
・
灯
・
正
・
け
）

（

五
・
正
・
啓
・
三
）

（

紀
・
孤
・
ゆ
・
天
・
三
）

（
孤
・
龍
・
允
・
正
・
三
）

（

堅
・
眞
・
灯
・
啓
・
天
）

（

紀
・
五
・
弘
・
千
・
敏
・
允
）

　
（

紀
…

中
七
の
表
現
が
見
事
）

　
（

紀
…
「

約
束
」
→
「

約
す
」
）

　
（

桜
の
蜜
を
目
白
・
鵯
・
鷽
（

う
そ
）

が
吸
ふ
）

 
 
 
 
 
 
第
三
百
八
十
四
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
 
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
在
間
千
恵
　
豊
田
ゆ
た
か

　

　
　
　
平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日
（

木
）

午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
全
日
本
シ
ニ
ア
落
語
会
（

シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー

ル
に
1
2
名
出
演
）

川
口
孤
舟

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
 
 
楠
田
彦
十
　
小
西
弘
子
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章

渡
邊
盛
雄

福
島
正
明
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

中
野
一
灯
　
星
田
啓
子
　
山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛

　
（

紀
…

中
七
の
表
現
が
ぴ
っ

た
り
）
（

伊
豆
大
島
）



一
点

二
点

◎ ◎ ◎

車
椅
子
ゆ
ず
り
て
会
釈
花
の
下

万
愚
節
天
麩
羅
「

い
も
や
」

店
仕
舞
ふ

春
は
や
て
杮
葺
落
の
弁
慶
や

鶯
の
初
音
や
暫
し
人
語
歇
（

や
）

む

雀
の
子
羽
根
震
は
せ
て
餌
ね
だ
る

雨
足
（

あ
ま
あ
し
）

の
飛
沫
（

し
ぶ
き
）

に
変
は
る
春
嵐

濠
端
の
イ
ン
ス
タ
映
え
や
花
の
雲

亀
鳴
く
や
人
間
寿
命
百
ま
で
も

遥
か
な
る
浪
人
の
日
よ
花
は
葉
に

鶯
の
鳴
く
音
哀
し
も
訃
報
き
き

春
惜
し
む
荒
凡
夫
の
死
も
惜
し
み
つ
つ

卒
業
や
慣
れ
ぬ
着
物
に
澄
ま
す
子
ら

母
逝
き
て
三
た
び
の
花
よ
矢
の
如
し

春
の
旅
旬
の
魚
に
舌
鳴
ら
す

ゆ
っ
た
り
と
海
目
指
す
か
な
春
の
川

献
血
の
呼
び
掛
け
空
し
暮
の
春

湖
畔
染
む
ピ
ン
ク
の
絨
毯
芝
桜

行
く
春
や
短
か
く
抱
き
し
こ
と
の
あ
り

石
楠
花
を
壷
に
投
げ
入
れ
別
れ
の
日

微
睡
（

ま
ど
ろ
み
）

て
乗
越
す
春
の
津
軽
か
な

ひ
と
知
れ
ず
咲
き
た
る
花
の
渓
に
あ
り

春
風
よ
青
雲
の
志
を
伝
え
て
よ

春
嵐
去
り
て
ゴ
ル
フ
の
誘
ひ
来
る

自
家
製
の
杏
仁
豆
腐
春
暑
し

庭
先
に
飛
び
交
ふ
小
鳥
と
春
惜
し
む

贔
屓
チ
ー
ム
今
年
も
弱
く
四
月
尽
（

タ
イ
ガ
ー

ス
）

夏
近
し
チ
ャ
ー

チ
ル
の
声
力
あ
り

冴
返
る
舌
出
し
嘲
笑
敵
役
（

か
た
き
や
く
）

花
冷
え
や
馬
籠
峠
の
か
く
し
酒

仝
天
牛

け
い
子

亜
也

規
雄

啓
子

仝 昇
一
灯

ゆ
た
か

恵
洲

仝 仝 仝
千
恵

仝
健
介

仝
五
郎
太

忠
彦

仝 猛
そ
ら
お

天
牛

ゆ
た
か

恵
洲

五
郎
太

紀
久
男

盛
雄

（

く
）

（

三
）

（

紀
）

（

灯
）

（

弘
）

（

紀
）

（

忠
）

（

天
）

（

彦
）

（

啓
）

（

紀
）

（

忠
）

（

紀
）

（

紀
）

（

堅
）

（

紀
）

（

孤
）

（

彦
）

（

紀
）

（

紀
）

（

ゆ
）

（

孤
）

（

紀
）

（

紀
・
啓
）

（

堅
・
く
）

（

眞
・
孤
）

（

天
・
三
）

（

敏
・
啓
）

（

灯
・
く
・
け
）

　
　
　
　
　
　
午
后
一
時
半
～
四
時
 
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
句
会

六
月
二
十
八
日
（

木
）
午
后
五
時
半
～
八
時
半
　
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

　
（

荒
凡
夫
は
現
代
の
一
茶
兜
太
さ
ん
）
（

元
句
「

春
惜
し
む
荒
凡
夫
亡
き
こ
の
春
を
」
）

　
（

御
園
座
改
築
。

新
開
場
は
幸
四
郎
襲
名
）

　
（

千
…

ど
ぶ
ろ
く
と
思
う
が
、

飛
騨
高
山
に
「

隠
し
酒
」

ブ
ラ
ン
ド
酒
あ
り
）

　
（

◎
…
「

染
む
」
→
「

染
め
」
）

五
月
二
十
四
日
（

木
）
井
の
頭
公
園
吟
行
　
午
前
十
時
　
象
は
な
子
銅
像
前
集
合

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

　
仁
左
衛
門
一
世
一
代
「

立
場
（

た
て
ば
）

の
太
平
次
」

　
（

紀
…

廃
業
だ
か
ら
→
「

店
畳
む
」

の
方
が
い
い
と
思
う
）



四 三 二 一
青
梅
雨
や
象
の
は
な
子
の
死
を
悼
む

立
泳
ぎ
し
て
風
を
待
つ
鯉
の
ぼ
り

合
戦
に
出
で
し
家
伝
の
武
具
飾
る

木
遣
り
行
く
銀
座
通
り
や
淑
気
満
つ

メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
ご
と
く
に
去
年
今
年

立
夏
か
な
ト
ロ
ッ
コ
電
車
が
谷
渡
る
　
　
　
仝

メ
ダ
リ
ス
ト
の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
風
薫
る
　
　
仝

男
役
の
宝
ジ
ェ
ン
ヌ
や
菖
蒲
咲
く
　
　
　
　
正
明

　
　
|
「

森
の
座
」

5
月
号

司
馬
遷
を
語
り
春
旅
菜
の
花
忌
　
　
　
　
　
仝

快
癒
祈
ぐ
立
春
あ
け
ぼ
の
筑
波
富
士
 
 
 
仝

ま
た
転
び
仁
左
・
玉
三
郎
見
れ
ぬ
冬
　
　
紀
久
男

土
筆
和
よ
そ
う
て
や
れ
ば
涙
せ
り
　
　
　
 
仝

厨
い
ま
わ
が
棲
む
と
こ
ろ
鬼
や
ら
ひ
　
　
　
仝

立
春
大
吉
隣
家
に
産
声
第
三
子
　
　
　
　
　
仝

大
寒
波
音
叉
狂
う
て
し
ま
ひ
け
り
　
　
　
　
青
史

絶
え
ず
叱
咤
し
て
呉
れ
し
人
春
北
斗
　
　
　
仝

多
摩
川
の
春
や
外
野
を
守
る
少
年
　
　
　
　
仝

離
さ
れ
て
前
の
二
輌
は
春
の
海
へ
　
　
　
　
仝

幾
重
に
も
赤
児
包
ま
れ
雪
こ
ん
こ
　
　
　
　
仝

寒
夕
焼
き
り
き
り
富
士
を
引
絞
る
　
　
　
　
弘
子

バ
イ
ト
代
は
進
学
貯
金
へ
山
笑
ふ
　
　
　
　
仝

「
恐
る
な
」
と
聖
書
よ
り
声
冴
返
る
　
　
　
仝

寒
の
水
触
れ
得
ぬ
身
の
内
潔
め
よ
か
し
　
　
仝

介
護
施
設
へ
ふ
た
母
委
ね
悴
め
り
　
　
　
眞
希
子

子
ら
の
夢
大
き
く
回
す
木
の
実
独
楽

分
け
入
り
て
壺
中
の
天
や
大
花
野

今
生
の
声
の
透
き
ゆ
く
秋
の
蟬

ひ
ろ
し
ま
の
流
燈
の
夜
の
闇
深
し

筋
書
の
な
き
人
生
や
浮
い
て
来
い

緑
さ
す
拭
き
こ
ま
れ
た
る
寺
廊
下
　
　
　
　
　
仝

急
流
の
垂
れ
て
山
吹
ゆ
れ
や
ま
ず
　
　
　
　
　
仝

茎
立
つ
や
ひ
ね
も
す
風
の
吹
き
つ
の
り
　
　
　
允
章

　
　
　
|
「

き
さ
ら
ぎ
句
会
」

4
月

汽
水
湖
を
埋
め
ん
ば
か
り
浅
蜊
舟
　
　
　
　
紀
久
男

花
は
散
る
巨
艦
散
る
日
の
鎮
魂
歌
　
　
　
　
　
健
介

馥
郁
と
朝
餉
の
卓
の
花
菜
漬
　
　
　
　
　
　
　
仝

山
川
を
い
つ
く
し
む
か
に
菜
種
梅
雨
　
　
　
　
仝

楤
の
芽
や
け
も
の
の
道
に
沢
の
水
　
　
　
　
　
盛
雄

　
　
　
|
「

大
鉄
会
」

4
月

あ
た
た
か
や
真
似
た
き
も
の
に
猫
の
伸
び
　
　
仝

早
や
泣
く
子
卒
業
式
の
練
習
日
　
　
　
　
　
　
恵
洲

日
暮
れ
だ
よ
顔
と
ぢ
よ
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
　
　
　
　
仝

菜
の
花
に
水
滔
々
と
流
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
允
章

　
　
　
|
朝
日
俳
壇
4
月
8
日
　
　
　
　
　
　
　
大
串
章
選

今
年
ま
た
桜
見
上
げ
て
涙
か
な
　
　
　
　
　
　
規
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
章
和
選

　
　
|
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「

昼
の
い
こ
い
」

5
月
1
6
日
放
送

妻
と
見
し
ナ
イ
タ
ー
手
に
汗
握
り
つ
つ
　
　
　
規
雄

平
成
三
十
年
四
月
 
青
葉
会
報

　
今
回
は
、
名
古
屋
の
け
い
子
さ
ん
ら
9
名
出
席
。
投
句
8
名
。
甘
辛
両
方
の
手
土
産
（

千
恵
さ
ん
の
純
吟
「

　
関
係
者
近
詠

き
、

啓
子
さ
ん
か
ら
の
柿
の
葉
鮨
と
お
か
き
、

け
い
子
さ
ん
の
「
な
が
餅
」
（
四
日
市
の
焼
餅
）
、
忠
彦
さ
ん

蓬
莱
」
（
飛
騨
高
山
）
、
市
橋
伸
彦
さ
ん
か
ら
の
「
伊
丹
諸
白
」
（
小
西
酒
造
）
、

小
生
の
缶
ビ
ー
ル
と
お
か

が
用
意
さ
れ
た
軽
食
（
海
苔
巻
、

唐
揚
、
餃
子
）
に
舌
鼓
打
ち
乍
ら
開
会
。
御
覧
の
よ
う
に
忠
彦
さ
ん
が
高
得

点
で
し
た
。
二
次
会
は
駅
前
の
焼
鳥
屋
。

　
昇
さ
ん
が
代
表
の
初
蝶
句
会
（
「
海
」
（
主
宰
高
橋
悦
男
）
傘
下
3
9
支
部
句
会
の
一
つ
）

発
足
2
5
周
年

　
●
炎
昼
の
木
の
根
の
ご
と
き
兜
太
の
字
　
　
　
　
友
岡
子
郷

　
（

兜
太
は
奇
し
く
も
小
林
多
喜
二
忌
に
天
寿
を
迎
え
た
数
日
後
、

上
田
市
の
無
言
館
に
兜
太
筆
「

俳
句
弾
圧
不
忘
の

　
●
料
峭
の
曇
天
を
截
れ
不
戦
の
碑
　
　
　
　
　
　
矢
島
渚
男

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
年
五
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
紀
久
男
記

　
プ
ロ
俳
人
4
6
名
の
「
兜
太
追
悼
句
プ
ラ
ス
お
く
る
言
葉
」
が
『
俳
句
』
5
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

　
。

小
生
勝
手
に
５
氏
の
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　
●
山
芋
里
芋
会
う
て
は
黄
泉
の
春
め
け
り
　
　
　
佐
怒
賀
直
美

　
●
一
死
一
句
と
化
す
や
一
切
冴
返
る
　
　
　
　
　
高
橋
睦
郎

　
　
碑
」

が
除
幕
さ
れ
た
。

彼
は
反
戦
作
家
と
し
て
も
記
憶
さ
れ
よ
う
）

　
●
か
の
熱
き
握
手
忘
れ
じ
梅
ひ
ら
く
　
　
　
　
　
西
村
和
子

記
念
合
同
句
集
を
三
月
末
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

昇
さ
ん
自
選
1
8
句
の
内
、
小
生
好
み
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。
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